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はじめに

本書は、ユーザーがiBS05ビーコンを操作するための資料となります。
動作確認には、Androidアプリの「iBS01 Tag Utility」を使用します。
アプリの使用方法については別資料を参考にしてください。

操作

iBS05 は、電源投入後、設定された時間間隔 (デフォルトでは、iBS05/05G は 5秒、
iBS05H/05T は 30 秒) でバックグラウンドで常に BLE ペイロードを送信します。
バックグラウンドの送信以外では、センサーのステータス変移でもデータは送られます。

・ 電源オン

iBS05 は出荷時にはスタンバイ モードになっています。前面のボタンを押すと電源をオンに
できます。LED が「赤」に点滅して、スタンバイ状態であることを示します。

・ 電源オフ

必要に応じて、ユーザーは底部のゴム製ボタンに先の丸い鉛筆を当てて iBS05 の電源を
オフにすることができます。LED が「オレンジ」に点滅し、電源がオフになりスタンバイ モードに
入ったことを示します。

外観

LED

停止時：電源オン
起動時：アラームボタン

表面 裏面

電源オフ ボタン
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操作

・ 電源オフ

電源投入後、フロント ボタンはアラーム ボタンとして機能します。
ボタンを押すと、LED が「緑」に点灯し、イベントで即座に BLE 送信がトリガーされます。
サーバーがこのステータス変更を受信すると、警告またはアラームとして使用できます。

・ LED

・ 起動シーケンス

・ ホールセンサー (iBS05H)

iBS05H には、磁石が範囲内にあるかどうかを検出できるホールセンサーがあります。
磁石の強さに応じて、アクティブ範囲は約 0.5cm ～ 1.5cm です。センサーの位置は筐体
にマークされています。一般的な使用方法は、iBS05 と磁石をドア (または窓) とドア枠に
取り付けることです。アクティブ範囲に近づくと、iBS05 は即座に BLE 送信をトリガーします。
一方、近い状態から遠い場合に変化した場合も、即座に BLE 送信をトリガーします。

電源オン（設定モードの開始） 赤色点滅

設定モードの終了 緑色点滅

アラームボタン 押すと緑色点灯

電池挿入/電源オフ オレンジ色点滅

未接続

Stanby
(LED:オレンジ点滅)

Config
(LED:赤点滅)

Normal
(LED:緑点滅)

Connected
(LED:緑点灯)

電池挿入

電源オフ

電源オン
接続
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操作

・ 加速度計 (iBS05G)

加速度計は、状態が変化するとアクティブになります。
動きから静止、または静止から動きへの変化が含まれます。
状態の変化による即時 BLE 送信がアクティブとしてトリガーされます。

・ 温度センサー (iBS05T)

iBS05T は常に環境温度を監視し、設定された時間間隔で温度値を送信します。

バッテリー

・ レベル

iBS05 は CR2032 コイン型電池を電源として使用します。
消費電力はわずかで、長時間動作し続けます。
以下は、室温でのバッテリー電圧を残容量に変換するための提案です。

電圧の適切なフィルタリングが必要であることに注意してください。
iBS05 が低温環境で動作する場合、バッテリー電圧は低くなります。
たとえば、-20 º C では、電圧を 0.1V ～ 0.3V 低く調整する必要があります。

容量 電圧

High >2.9V

Middle >2.7V

Low >2.6V

Change battery <=2.6V
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バッテリー

・ 電池交換

バッテリー

Step.1
4本のネジを外して底面を開けます。

iBS05の内部は静電気の影響を受
けやすいため、カバーを開ける際などに
適切な処置を行ってください。

Step.2
バッテリーを取り外して新しいバッテ
リーに交換できます

Step.3
カバーを閉める前にOリングが正しい
位置にあるか確認してください。

Step.4
底面のカバーを閉じます。

Step.5
4本のネジを閉めて固定します。

設定

電源を入れると、iBS05 は 20 秒間設定モードになります。
ユーザーは iBS01 タグ ユーティリティを使用して iBS05 をスキャンおよび接続し、
送信電力と ADV(アドバタイジング) 間隔を設定できます。

Step.1
iBS05の電源を入れます。
既に電源がONの場合は一度オフに
してから入れなおしてください。

Step.2
20 秒以内にユーティリティの右上隅
にある CONFIG アイコンを押します。
設定する iBS05 を選択します。

Step.3
SETTING ページで、TX 電力と
ADV 間隔を設定できます。設定後、
SAVE と DISCONNECT を押して
パラメータを有効にします。
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廃電気電子機器のリサイクルについて

製品の製造メーカーであるINGICS TECHNOLOGY CO., LTD.は、
再利用/回収/リサイクルに関してWEEE指令に準拠しています。

画像の×印がゴミ箱についているマークの製品は、家庭ごみとしては処理できません。
廃棄物処理に関して所定の環境規制に従い、電気電子機器のリサイクルのために、
適切な処理をお願いします。

製品の認証情報

以下、製造メーカーのINGICS TECHNOLOGY CO., LTD.の公式ドキュメントより引用。
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製品の認証情報

以下、製造メーカーのINGICS TECHNOLOGY CO., LTD.の公式ドキュメントより引用。
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ご不明な点、ご相談は下記までお気軽にご連絡ください
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